
 

［講演要旨］ 関東大震災の海軍空撮写真 

— はじめて公開された神奈川県沿岸域の写真を中心として—  

蟹江 康光（ジオ神奈川）・布施 憲太郎（三浦半島活断層調査会）・蟹江由紀（ジオ神奈川） 

1923（大正 12）年 9 月 1 日，大正関東地震の

震源域に近い相模湾沿岸では，崖崩れ・津波襲

来・地盤の液状化・地盤隆起が起き，構造物は

倒壊し，火災が同時に多発した．現在では，当

然のように行われている航空機による災害報道

が，この時に初めて行われた． 
 

§1. 撮影機材と撮影対象 

撮影は陸軍と海軍によったが，機材やシステ

ムの広範な普及にはほど遠く，皇室や近衛師団

などの安否を上空から確認することを目的とし

ていた．数日後，その目的の他に各基地との通

信連絡と被災地の写真撮影などが追加された． 

陸軍による撮影は，埼玉県所沢にあった航空

学校（航学）と第五飛行隊（飛五）の撮影が，

王（2009，2010）により報告されている．その

成果は，宮内庁や関東戒厳指令部に報告され，

しばらくして公開された．写真の多くは垂直写

真である．航学の撮影は神奈川県内では主に横

浜市内で，相模川河口の数枚が残されている． 

海軍は，橫須賀海軍航空隊と霞ヶ浦航空隊の

撮影によったが，橫須賀分は東京湾要塞地帯に

位置していたため，公表されなかった． 

三浦半島活断層調査会の写真展（蟹江，2015）

では横須賀航空隊分と開催中に発見された個人

所蔵の写真を公開した．ともに斜め写真である． 
 

§2. 橫須賀海軍航空隊の写真 

9 月 9 日，橫須賀航空隊（橫須賀市追浜）が，

伊豆半島東部の下田（静岡県）〜相模湾沿岸〜

三浦半島〜館山（千葉県）及び横浜〜東京湾西・

奥部〜千葉県庁を撮影した写真 56 枚の『震災寫

眞帖』「第二輯」が防衛研究所に保管されている． 

ここでは，下田〜神奈川県を中心とする相模湾

沿岸〜三浦半島の「第二輯」を報告する．航空

機材は複葉の F-5 式 7 号機であり，軍が所有す

る最大の航空機で 4 名が乗務した．撮影地の誤

認がある。この飛行は，徳永柳洲の『酒匂川上

空の飛行機』に描かれている（東京都慰霊協会，

2014）（ただし，所沢航空学校飛行隊と解説されている）．  

『震災寫眞帖』「第一輯」は，9 月 2 日に橫廠

式水上偵察機により橫須賀付近の震災を撮影

と推定されるが，現在まで未発見である．  
 
§3. 峰松 巌のアルバム『飛行機カラ 若宮』 

峰松氏の 48 ページにわたる個人アルバムに

は，氏操縦による橫須賀〜京浜間の写真が収め

られ，特に橫須賀地域を含む写真は，従来知ら

れていない貴重な記録である．峰松氏は，佐世

保海軍航空隊所属の水上機母艦「若宮」搭載の

橫廠式ロ号甲型（D-1〜3 号，D-8 号のいずれか）

水上偵察機（乗務員 2 名）により 9 月 7 日ころ

に撮影したと推定される．小型機による低空か

らの写真は，被害状況を克明に読み取れる．「若

宮」は，8 日に清水港への避難民輸送に従事し

た．所属部隊が橫須賀と異なるためか，海軍の

公文備考にも記述されていない． 
 

§4. 海軍機撮影の写真 

海軍機撮影の写真は終戦まで未公開で，1971

年に断片的に掲載されたことはあるが，撮影地

域など不正確で，写真の出典はなかった． 

三浦半島活断層調査会は，2014年 10月〜2015

年 3 月に逗子・鎌倉・橫須賀・三崎・葉山で空

撮写真と地上被災写真及び，撮影位置方向を記

入した大正 10 年測図地形図の展示会を開催し，

展示解説をした．各会場で参会者から未知の情

報提供や有益な指摘を受けることができた． 
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